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園
長 

弥
重 

寿
樹 

 

平
素
よ
り
当
学
園
の
運
営
に
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

４
月
１
日
付
で
園
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
、
弥
重 

寿
樹
（
や
し
げ 

ひ

さ
き
）
と
申
し
ま
す
。
当
学
園
に
来
る

前
は
、
新
宿
に
あ
る
都
庁
舎
に
お
い
て
、

今
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な
都
政

の
羅
針
盤
で
あ
る
「『
未
来
の
東
京
』
戦

略
」
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
養
護
施
設
で
の
勤
務
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
と
職
員
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
学
園
と
な
る
よ
う
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

当
学
園
は
、
現
在
、
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
の
４８
名
が
生
活
を
し
て
い
ま

す
。（
６
月
末
時
点
）
今
年
度
の
学
園
の

各
行
事
・
活
動
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
何
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
に
実

施
す
べ
き
か
等
に
つ
い
て
、
日
々
熟
慮

を
重
ね
て
い
る
状
況
で
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
５
月
４
日
に
学
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
幼
児
か
ら
小
学

生
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
春
の
お
楽
し

み
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
地
域
や
関
係
者
の
皆
様
に
も
ご

参
加
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
度
と
同
様
、
学
園
児
童
と
職
員
の

み
に
よ
る
園
内
イ
ベ
ン
ト
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

子
供
た
ち
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
の
各
行
事
等
に

つ
き
ま
し
て
も
、
実
施
方
法
等
含
め
て

慎
重
か
つ
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。 青

空
が
広
が
る
あ
る
日
の
お
昼
、
中

庭
で
幼
児
た
ち
と
寮
職
員
が
ラ
ン
チ
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
が
近
づ
く
と
、
寮

職
員
の
「
園
長
先
生
来
た
よ
」
の
一
言

で
幼
児
た
ち
が
一
斉
に
こ
ち
ら
を
振
り

向
き
、
私
が
一
人
ず
つ
抱
き
上
げ
る
と

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
幼
児
た
ち
を
は
じ
め
学
園
の
子
供

た
ち
は
い
ず
れ
退
園
す
る
時
が
訪
れ
ま

す
。
そ
の
時
、
力
強
く
笑
顔
で
飛
び
立

っ
て
い
け
る
よ
う
、「
チ
ー
ム
勝
山
」
と

し
て
職
員
一
同
、
最
善
の
援
助
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
学
園
の

運
営
は
、
地
域
や
関
係
者
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                              

第８１号 

 

～令和３年度 学園重点目標～ 

 

つかってみよう！ やさしい言葉 

園
長
挨
拶 
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田
村

た

む

ら 

隼
は
や
と 

① 

北
海
道 

函
館 

② 

ゲ
ー
ム
・
キ
ャ
ン
プ
・
自
転
車 

・
ド
ラ
イ
ブ
ほ
か
色
々 

③ 

事
業
団
七
年
目
に
し
て
初
め
て
の

異
動
で
す
。
戸
惑
い
が
多
い
で
す

が
、
何
と
か
頑
張
り
ま
す
。 

 

山
口

や
ま
ぐ
ち 

み
ち
代よ 

① 

千
葉
県
木
更
津
市 

② 

旅
行
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

③ 

慣
れ
る
ま
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

と
思
い
ま
す
が
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

日
々
の
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
も
、
感
染

症
の
対
策
の
続
く
日
々
で
す
が
子
ど
も
た

ち
は
、
元
気
よ
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
『
わ
た
し
た
ち
の
町
』
は
、
英
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

重
田
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
英
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
子
供

た
ち
は
、
毎
週
楽
し
く
英
語
を
学
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
方
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
学
園

の
子
ど
も
た
ち
が
日
々
成
長
し
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
勝
山
学
園
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

新
規
職
員
紹
介 

① 
出
身 

② 
趣
味
・
特
技 

③ 

一
言 

 

園
長 

弥や

重し
げ 

寿
樹

ひ

さ

き 
 

① 

東
京
都 

② 

旅
行
・
読
書
・
日
帰
り
登
山 

・
野
球
観
戦
・
マ
ラ
ソ
ン 

③ 

安
心
で
き
る
日
常
が
戻
っ
て
き
ま

す
よ
う
に
。 

 

山
路

や

ま

じ 

成
美

な

る

み 

① 

静
岡
県 

② 

散
歩
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
・
音
楽
鑑
賞 

③ 

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で

の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

初
め
ま
し
て
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
皆
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
私
の
こ
と
も
た
く
さ
ん
知
っ
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

令
和
３
年
度 

納
涼
大
会
に
つ
い
て 

 

昨
年
度
に
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

散
拡
大
の
状
況
鑑
み
、
園

児
・
職
員
の
み
で
の
開
催

と
致
し
ま
す
。 

転
退
職
者 

 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

退
職 

 

戸

倉

恵

子 

 

菊
地
美
月
季 

 

西

山

宗 

 

木

曽

和

美

 

転
出 

 

長

島

建

一 
(

船

形

学

園

へ) 

倉
見
明
日
香 

(

七
生
福
祉
園
へ)  

東
京
都
勝
山
学
園
広
報
委
員
会 

 

編
集
長 

相
葉
渚 

 

平
野
佑
典 

 
 
 
 
 

鈴
木
綾
菜 

須
藤
匠 

 
 
 
 
 

松
坂
典
子 

山
路
成
美 

 
 
 
 
 

小
林
ま
さ
み 
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～わたしたちの町～ 

英語ボランティアとして、週１回の英語レッスンを始めて２年目になります。 

私は、教員免許はありませんが、２０年以上のアメリカでの生活経験が子ども達のお役に立てればと思い、毎週伺っ

ています。私達が毎日話している日本語のように、英語もコミュニケーションツールです。少しずつながら、繰り返

し、楽しく身につけていければと思います。何かしらに興味を持った子どもの目のキラキラした輝きが、私の励みで

す。 

 私は、鋸南町生まれで、１０年程前に戻って暮らしています。過疎化が進んではいますが、地域の絆を強く感じま

す。人とのちょっとした会話の温かさ、自然ののどかさ、素朴な生活の中に喜びを見つけられます。そんな町で、子

ども達が明るく素直に成長して、いつか、この町で育ったことが心暖まる記憶と心強い自信になってくれればと願い

ます。 

重田 優子 

 ☆小学校運動会☆ 

５月１５日（土）晴天の中、運動会が行われました。 

応援団をやった小５Ｔ・Ｎさんにインタビューしました。 

 Ｑ．大変だったことは？ 

Ａ．１年生～３年生までを応援する時、大きな声を出せないから、 

ほかの応援の仕方を考えるのが難しかったです。 

 Ｑ．嬉しかった、楽しかったことは？ 

Ａ．ほとんどの競技で 5年生が同点だったので嬉しかったです。 

 Ｑ．頑張ったことは？ 

Ａ．応援団で皆に指示をしてリズムを教えるのを頑張りました。                            

♡春のお楽しみ会♡ 

５月４日に学園内幼児・小学生を対象にした春のお楽しみ会を開催しました。宝探しゲーム・グラウンド

ゴルフ・ドッジボールなどを各チームに分かれ、順位を競いました。宝探しでは年齢によって内容は異なり

ましたが、小学生が幼児たちを手伝うなどの場面もあり、皆が仲良く取り組む様子が見られとてもよかった

です。天候にも恵まれ、少々暑いくらいでしたが、けがや体調不良もなく、皆元気に過ごすことができまし

た。たくさんの職員にも参加していただき、にぎやかなお楽しみ会になりました。秋にも、またお楽しみ会

を企画する予定です、お楽しみに！ 

地域交流委員会 池田圭織 
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～中学校入学～ 

 中学生になって、大きく変わった事は部活だと思う。 

部活は、最初とても大変そうだなと感じていたけど、１か月

経つと楽しいと感じる。これからも部活に一生懸命取り組み

たい。 

 そしてテスト。テストには順位がつくからプレッシャーに

もなる。新入生テストより中間テストの順位は、一つでも上

がるようにしっかりテスト勉強にも取り組んでいきたい。 

 これから３年間、大変だろうけど思い出を作っていきたい

です。           

【中１ Ｋ・Ａ】 

 

～幼稚園に入園して～ 

Ｑ 幼稚園に入園してどうですか？ 

Ａ お友だちと遊ぶのがたのしい！ 

Ｑ お友だちはできましたか？ 

Ａ いっぱいできた。 

Ｑ 何の時間が楽しいですか 

Ａ お絵描きの時間 

【年少 Ｔ・Ａ】 

～高校入学～ 

今まで当たり前に過ごしていた人達と別れ、初めましての

人達に出会い、春が訪れるのを楽しみにしていました。 

私は今年の春から高校に入学し高校生活の始まりです。入

学式当日、朝から電車ギリギリでしたが、なんとか間に合っ

たので良かったです。入学式は緊張よりもすごく楽しみな気

持ちでいっぱいでした。数多くの中学から、どんな子かも知

らず、クラスの子たちと慣れるか不安もありました。 

入学からまだ２ヵ月くらいしか経っていないけど、一回も

遅刻せずに今は楽しい学校生活を送れています。苦手な勉強

もテストも頑張っています。これからアルバイトも始められ

るように、そして高校卒業できるように頑張ります。 

【高１ Ｔ・Ｒ】 

 


